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痛を主訴に当科を受診｡ rlSedronateを66ケ月間服用｡患者3
は下顎前歯部腐骨露出を主訴に当科を受診｡alendronateを27
ケ月間服用｡3症例ともEtiに切り換え,病状は改善に向かって
いる｡ 【結論】 BPsは,骨シンチグラフィ一における99mTcの
担体として使われている事からも判るように炎症などの骨吸
収元進部位に多く集積する｡感染や抜歯により顎骨に炎症が起
東北大学歯学雑誌
ると, NBPsは顎骨に過剰集積し,炎症･壊死につながると思
われる｡しかし,初期段階でEtlに切り換えると, Etlは同じ炎
症部位に集中し,すでに蓄積しているNBPと置き換わり,壊
死を予防し,また,その進行を止めることができる｡今luIの試
みはこの仮説を支持する経過を辿っているものと思われる｡
-教授就任講演-
歯原性腫癌の病理
熊本裕行(東北大学大学院歯学研究科｢1腔病態外科学講座口
腔病理学分野)
歯原性腺癌は,歯の形成に関する細胞に由来する腫暖の総称
で,専ら顎骨領域に発症する｡その特徴として, (1)歯の発生
に関連して生じるため,若年者に多く組織学的に多様であるこ
と, (2)骨組織というかなり特殊な環境に生じる巌癌であり,
また上皮性成分の関与する病変が多いこと, (3)殆どが良性
贋癌であるが,局所侵襲性を示し西発しやすい病変が含まれる
ことが挙げられる｡近年,歯原性腫癌における分子や遺伝子の
解析が進められ,これらの変化が発症や進展に関与することが
報告されている｡本講演では,多彩な組織像を示す歯原性腰癌
の分類を紹介し,その発症に関わるとされるアポトーシス関連
分子,テロメラーゼ,細胞周期制御分子,増殖因子,歯の発生
制御分子,硬組織関連蛋白および進展に関わるとされる接着分
千,基質分解酵素,血管新生因子,骨吸収性サイトカインにつ
いて概説した｡これらの分子病理学的側面は,歯原性腫癌の病
因,病理発生,病態の群解に重要であるだけでなく,診断や予
後の判定,新しい治療法の確立などにも貢献しうると思われ
る｡さらに,これらの研究成果は歯や骨の発生･再生に関する
基礎研究に寄与しうることが期待される｡
